
 

 

 

 

 

 

 

 

★ 一般社団法人 大船渡青年会議所 第 58代理事長 中村志穂里様 

                平素より当青年会議所の活動に対しまして格別のご高配と温かい 

                  ご支援を賜り誠にありがとうございます。 

                  私たちは今、先輩方が紡いできた５７年の歴史の上を歩ませてい 

                       ただいております。時代の変化と共に社会は変化していきますが、

私たちは明るい豊かな社会の現実を目指し、常に試行錯誤しながら 

                  前に進んでゆく必要があります。今年は、「ひとまち紡ぐ委員会」「組 

織広報委員会」「事務局」と３つの委員会を中心に、スローガンは 

「水泉動-しみずあたたかをふくむ-」としました。これは、まだ草木 

が芽吹かない季節でも地中の水は動いている状態を表した言葉です。目には見えない地中で、水がゆるや 

かに留まることなく流れ続けるように、メンバー一人ひとりがこの大船渡をあたたかな気持ちで思い続け 

ながら、活動してまいります。 

                           

 

                        向かって左から 

                         専務理事 岡澤 駿 様 

                         当クラブ 菅野会長 

                         理事長  中村志穂里様 

                         事務局長 島貫真行(なおゆき)様 

                             

 

 

★ 会長の時間 ： 菅野 嘉洋 会長  

              本日は、「高田の博物館に行ってみました」というお話です。 

先週は甘竹勝郎さんに「大船渡市の日本遺産について」というお話をしていた 

だきました。もう少し聞いていたいような、とても興味深い内容だったと思い 

ますが、それに感化された形で、先週末、高田の博物館に行ってきました。 

というのは、現在陸前高田市立博物館では、現在ちょうど日本遺産みちのくＧ 

ＯＬＤ浪漫の記念展を行っているからです。有料での特別展示でありましたが 

岩手、宮城地域における産金の歴史とそれにまつわる文化がとてもわかりや 
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すく紹介されていました。相当の量の金が長い期間にわたって算出されていたようで、先日の甘竹さんのお話

にもあったとおり、代表的なのは奥州藤原氏の平泉文化との結びつきですが、他の話についてもあながち誇張

しているわけでもなさそうです。また、陸前高田市立博物館は私は初めて訪れましたが、とても立派な施設で

した。 

風が吹けば桶屋がもうかる、ではないですが、この気仙地方から吹いた風が歴史的に大きな出来事と結びつい

ていくというストーリーはとても痛快だと思いませんか？ 

普段この地域で暮らしている私たちにはあまりピンとこないものなのかもしれませんが、もっと広域、東北か

ら離れた地域の人とか海外の人たちにはもしかしたら刺さるストーリーとなるかもしれません。 

先日のお話では「活用」というキーワードが出ておりました。甘竹さんほど面白くというのは難しいでしょう

が、気仙の産金にまつわる壮大なストーリーを語って聞かせられる人がたくさんになれば、それもとても痛快

な話だと思います。そしてこのようなストーリーが私たちの地元の愛着につながるようであれば、それはとて

も素晴らしいことだと思います。 

来月にも甘竹さんのお話を予定しておりますので、楽しみにしたいと思います。 

ご清聴ありがとうございました。 

 

           ◆◆◆   幹事報告  ◆◆◆ 

 

   １ 国際協議会に於いての 管理委員長エレクトの講演資料が届いています。 

      ご希望の方は事務局まで 

     ２ 盛岡西 RCより 創立 60周年記念式典・祝賀会の案内が届いています。 

     日時 ５月９日（土）１４時受付 １５時開会 

     会場 ベルヴィ盛岡   登録料 15,000円 締め切 4月 2日 

 ３ ロータリーの友事務所より 

     次年度ロータリー手帳購入のお願いが届いています。 １冊 880円 締め切 2/25 

   ４ 碁石給食(株)より本社事務所移転と新店舗ご案内が届いています。 

     移転日 ２月１１日 住所電話番号等に変更なし 

       本日のメニューは OPEN企画第１弾のスペシャルメニューです。 

      訂正：地区大会参加者案内中４月１７日の登録料２万円参加者負担と記載しましたが、 

半額負担の誤りです。申し訳ありません。 

 

             ◆◆◆   委員会報告  ◆◆◆ 

 

★ 石川恵美子青少年奉仕委員長 

 

 ２月１８日（水）１３時３０分からの東高校 IACの例会に当クラブ会 

員の皆さんにも出席頂きたいと思います。    

昼食会（会費５００円）も兼ねておりますので、１６日午前中にお申 

し込みください。 

 

 

 

 

  



           

           ◆◆◆   本日のプログラム  ◆◆◆ 

             会員増強アワー：三田地大悟副会長 

 

本日の会員増強アワーについて、先日菅野会長、松田幹事と打合せを行いまして、松田幹事が参加した 

RLI研修で、会員増強について参考になる例がありましたので、本日は短い時間の中ですが研修の内容を 

さらにグループに分かれてディスカッションして頂きたいと思います。 

 

今回ディスカッションして頂く内容については、会員増強にあたって、ただただ会員を増やそう増やそう 

とするだけではなく、まずは西ロータリークラブの特徴や魅力、活動を会員全員が同じ考えを共有したう 

えで、強いクラブづくりに繋げて行きたいと考えました。 

強いクラブこそ新会員を惹きつける魅力ある団体になると思いますし、会員増強にも必ず役立つものと 

思いますので本日は宜しくお願いします。 

 

会員を惹きつけるという概念は、ロータリークラブが活気にあふれ、地域社会に知られ、会員候補者にと 

って魅力的であるべきということです。 

今回皆さんに出して頂いた素晴らしい内容をもとに、会員増強に今まで以上に努めて行きたいと思いま 

すので、一人でも多くの情報と接触をするべく情報や提供そして、行動をお願いします。 

 

【会員数について】 

2016－2017（58名） 藤原太伸会長・濱守豊秋ガバナー 

2017－2018（54名） 水野賢一会長 

2019－2020（53名） 鈴木信男会長 

2020－2021（36名） 高木久子会長・熊谷雅也ガバナー補佐 

2021－2022（37名） 志田成樹会長 

2022－2023（36名） 古内一二会長 

2023－2024（34名） 紀室綾子会長（27名） 

2024－2025（33名） 山口徹会長 

2025－2026（31名） 菅野嘉洋会長 

  現在会員数 29名 

 

☆ 新規会員の勧誘にあたり、RLI研修で参考になる例があったので皆さんと一緒に考えたいと思います。 

1．西ロータリークラブのセールスポイントは？ 

  ・勧誘する上でアピールできるポイントを絞りたい 

  ・入会したいと思える活動は 

 

2．西ロータリークラブの「よいロータリアン」とはどのような特性を持った人ですか？ 

  ・どのようなロータリアンが魅力なのか？ 

 

3．新規会員を惹きつけるクラブにするにはどうしたらいいのか？ 

  ・今までと視点をかえた新たな取り組み？ 

  ・現在の会員で出来る事 

 

班毎に話し合った内容をまとめて頂き、私の方で皆さんの意見を取りまとめたいと思います。 
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 ★ ２月１４日陸前高田 RC主管で IMが開催されました。 

  加藤ガバナーご挨拶後各クラブの代表による「クラブの現状について」発表があり 

  (株)リンクロノヴァ代表取締役長野雅樹様（陸前高田出身）による講話 

「企業と SNS」の可能性！～多角経営の SNSは「発信」ではなく「経営戦略」～を拝聴 

 

 

 

 

 


